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Abstract
  Since the Beijing Olympic Games held in 2008, China's sports celebrated a new era, with 
emphasis on social sports as well from competition sports centers. However, there has 
been a sense of urgency against the social problem of young people's declining physical 
strength and obesity trends since then. It can be said that sports is important in school 
physical education, but even  physical education teachers are in a condition that they do 
not own their lifetime sports awareness.
  Today Chinese government raises lifelong sports promotion, but it is extremely import-
ant to clarify what type of awareness and position it is in athletic - related universities. 
It is not unlikely that school physical education can incorporate content that enhances 
interest in interest such as recreation and sports games. We must build a foundation to 
incorporate the content of lifelong sports into school while increasing school's extra time. 
Focusing on the university of Physical Education, I believe that it is desirable that stu-
dents who will be future physical education teachers correctly understand the knowledge 
and importance of lifelong sports while studying. As a result, after the employment, gen-
eral youth can train lifestyle sports practices with consciousness about lifelong sports, im-
prove health, eventually realize the national health goal of national health.
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１．諸言
2008 年開催された北京オーリンピック
以降、中国のスポーツは新しい時代を迎え、
競技スポーツ中心から大衆スポーツにも重
点が置かれるようになっていった。しかし、
それ以降、青少年の体力低下と肥満傾向と
いう社会問題に対する切迫感も存在してい
る。学校体育においてスポーツは重視され
ているといえず、体育教師は自分の生涯ス
ポーツ意識も身に付いていないという状態
である。
今日の中国政府は生涯スポーツの推進を
挙げているが、体育系大学では、どのよう
な意識と位置づけにあるのかを明らかにす
る事は極めて重要な課題である。学校体育
で軽スポーツやスポーツゲームなどの興味
関心を高める内容を取り込めないわけでは
ない。学校の課外時間を増しつつ、生涯ス
ポーツの内容を学校に取り込む土台を築く
べきではないか。体育系大学に着目し、将
来体育教員となる学生が在学中に生涯ス
ポーツに対する知識や重要性を正しく理解
し身につけることが望ましいと考える。そ
れにより、就職後、一般的な青少年が生涯
スポーツに関する意識を持って生涯スポー
ツの習慣が養成され、健康を向上すること
ができ、ひいては全民健身という国家的な
目標を実現できる。
中国における全民健身計画に伴い、中
国の国民はスポーツと健康に対してもっと
深く理解すべきである。北京五輪をきっか
けに、政府のスポーツ戦略は競技スポーツ
から大衆スポーツへ転換している。全民健
身計画二期は、青少年スポーツと高齢者ス
ポーツを重視している。しかし、今日の生
涯スポーツの普及振興に関しては、次の三
つの問題がある：①生涯スポーツの理論的
なシステムがまだ完成できていない；②生
涯スポーツは学校体育でまだ普及振興して
いない；③生涯スポーツと社会体育の繋が
りが極めて弱い（董跃春、谭华、宋宗佩
2016）。体育系大学に着目し、生涯スポー
ツ関連授業の教員、学生の意識に関する研
究は成されていない。
２．研究の目的
本研究は中国における体育系大学で展開
されている学部の人材養成計画を捉え、指
導者のバックグラント、授業内容、カリキュ
ラム、就職先などを明らかにする。また、
受講する学生の生涯スポーツに関する意識
や価値観などについても明らかにする。
次に、中国の政府が公布した政策によっ
て、中国の行政の生涯スポーツに対する対
応を検討する。
最終的に、中国の体育系大学における生
涯スポーツの関連授業を普及振興すること
に関して検討する。
３．研究の方法
本研究の目的を達成するために、以下の
研究課題を設定する：
本研究は、中国の体育系大学の充実・発
展に寄与するように出発点としての研究位
置づけ、生涯スポーツに関する授業を検討
する。具体的方法は、以下の通りである。
課題１： 中国における体育系大学で生涯
スポーツに関する現状を調査し
把握する
課題 2： 中国における体育系大学で体育
教育の教員と学生の生涯スポー
ツに対する意識や態度を調査し
把握する
課題 3： 日本の体育系大学における生涯
スポーツに関する普及振興の現
状を調査し把握する
課題４： 以上の三つの課題に通じて、中
国域体育系大学における生涯ス
ポーツ関連授業の今後の在り方
を検討する。
叶　敬偉
20
第一節　調査対象
大学の規模、位置、優劣などを検討し、
中国に存在する 14 個体育系大学の中で、
北京体育大学、上海体育学院、武漢体育学
院、南京体育学院の 5 大学を抽出し調査対
象とし、その一部の体育教育を専攻する学
生を対象とした。更に、各大学で生涯スポー
ツ関連授業を担当する教員を対象とした。
第二節　調査方法
中国国内における文献資料（中国の論文、
学会誌報告書、各国の研究論文及び報告書）
から国内の実態を把握した上で、研究協力
者に調査補助して頂き調査をする。具体的
な調査は、先ず、予備調査を行い、その結
果に基づいき本調査の質問紙調査により各
大学のデータを収集し、その後、より詳細
なデータを得るために訪問調査により現地
で情報収集を行う。
第三節　調査内容
中国における体育系大学で展開されてい
る生涯スポーツに関するする授業を捉え、
指導者のバックグランド、授業内容、カリ
キュラム、行政的な政策などを明らかにす
る。研究者と授業を受ける学生へは、イン
タビュー調査とアンケート調査を通じて生
涯スポーツに関する態度や意識を明らかに
する。日本の体育系大学に関する授業概要
を調べる共に、生涯スポーツに関係する文
献も調べる。以上の内容を通して、中国の
体育系大学において生涯スポーツの関連授
業を検討する。
４．結果
体育系大学の体育教育系において、授
業の評価は、表 5-1-2 に示すとおり、「大い
に関心がある」と思っている人が 23.0％で
あって、「やや関心がある」と思っている
人が 46.2％、「どちらもいえない」と思っ
ている人が 25.8％、「あまり関心がない」
と思っている人が 25.8％、「あまり関心が
ない」と思っている人が 4.2％、「全く関心
がない」と思っている人が 0.8％を占めた。
この結果からみると、[ やや関心がある ]
を選んだ人が一番多く、[ 関心がある ] と
思っている人が約 7 割を占めた。体育教育
系の授業への興味関心は全体的に高いとい
える。
体育系大学の生涯スポーツ関連授業は、
表 5-1-3 に示す通り：学校体育という授業
が、「大いに関心がある」と思っている人
が 21.3％であって、「やや関心があり」と
思っている人が 43.7％、「どちらも言えな
い」と思っている人が 31.4％、「あまり関
心がない」と思っている人が 2.5％、「全く
関心がない」と思っている人が 1.1％を占
めた。
教育学という授業が、「大いに関心があ
る」と思っている人が 19.0％であって、「や
や関心があり」と思っている人が 44.0％、
「どちらも言えない」と思っている人が
32.2％、「あまり関心がない」と思っている
人が 3.4％、「全く関心がない」と思ってい
る人が 1.4％を占めた。
スポーツ運動概論という授業が、「大い
表 1　体育系大学の体育教育系における授業の評価
（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
大いに関心がある 82 23.0％
やや関心がある 165 46.2％
どちらも言えない 92 25.8％
あまり関心がない 15 4.2％
全く関心がない 3 0.8％
表 2　生涯スポーツの関連授業の評価
（Ｎ＝ 357）
学校体育学 21.3％ 43.7％ 31.4％ 2.5% 1.1%
教育学 19.0％ 44.0％ 32.2% 3.4% 1.4%
スポーツ
運動概論 
12.3% 31.9％ 45.4% 7.0% 3.4%
スポーツ
遊戯概論 
32.2％ 48.7％ 16.0% 2.2% 0.8%
大いに
関心が
ある
やや
関心が
あり
どちら
も言え
ない
あまり
関心が
ない
全く
関心が
ない
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に関心がある」と思っている人が 12.3％で
あって、「やや関心があり」と思っている
人が 31.9％、「どちらも言えない」と思っ
ている人が 45.4％、「あまり関心がない」
と思っている人が 7.0％、「全く関心がない」
と思っている人が 3.4％を占めた。
スポーツ遊戯概論という授業が、「大い
に関心がある」と思っている人が 32.2％で
あって、「やや関心があり」と思っている
人が 48.7％、「どちらも言えない」と思っ
ている人が 16.0％、「あまり関心がない」
と思っている人が 2.2％、「全く関心がない」
と思っている人が 0.8％を占めた。
中国の上海においてスポーツ一体化（注 :
上海学校体育のスポーツ一体化は以下に通
り：学校体育は小学校で主に興味養成、中
学校で主に基本的なスポーツスキルの上
達、高校で好きなスポーツを選んで上達と
いう形である。）というスタイルに対して、
「大いに賛同」と思っている人が 33.3％で
あって、「賛同」と思っている人が 50.7％、
「どちらも言えない」と思っている人が
12.6％、「賛同しない」と思っている人が
2.5％、「全く賛同しない」と思っている人
が 0.8％を占めた。
中国の上海において、経済の高度化に
伴って、文化も、教育も外国からの様々な
考え方、やり方をしっかり吸収して融合し
ている。上海の教育は全国の先頭として、
全国のモデルとなっている。最近で、上海
が新しい体育スタイルをとして、学校体育
で普及振興している。そうすれば、学校体
育の連続性を保て、生涯スポーツ意識の養
成により利益がある。
学校体育の中で、生涯スポーツを学ばせ
ることに対して、「とても重要」と思って
いる人が 45.7％であって、「やや重要」と
思っている人が 49.3％、「どちらもいえな
い」と思っている人が 2.5％、「あまり重要
でない」と思っている人が 1.4％、「全く重
要でない」と思っている人が 1.1％を占め
た。この結果からみると、学校体育は生涯
スポーツに対する重要性が周知されってい
る。ほとんど人は学校体育で普及振興しな
ければならないという意識を感じしてい
る。
スポーツゲームやレクリエーションな
どを学校体育の授業に組み込むことに対し
て、「必ず組み込むべき」と思っている人
が 41.7％であって、「可能なら組み込むべ
き」と思っている人が 51.8%、「どちらも
言えない」と思っている人が 3.6％、「無理
に組み込まなくてもいい」と思っている人
が 2.0％、「全く組み込まない」と思ってい
る人が 0.8％となった。この結果からみる
と、約 9 割の人がスポーツゲームやレクリ
エーションなどを学校体育の授業に組み込
むべきだと思っている。ゲームやレクリ
エーションなどは生涯スポーツ主な実技主
表 3　上海において学校体育でスポーツ一体化というスタ
イルの意識　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
大いに賛同 119 33.3％
賛同 181 50.7％
どちらもいえない 45 12.6％
賛同しない 9 2.5％
全く賛同しない 3 0.8％
表 5　スポーツゲームやレクリエーションなどを学校体育
の授業に組み込むことへの意識　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
必ず組み込むべき 149 41.7％
可能なら組み込むべき 185 51.8％
どちらも言えない 13 3.6％
無理に組み込まなくてもいい 7 2.0％
全く組み込まない 3 0.8％
表 4　学校体育の中で、生涯スポーツを学ばせることへの
意識　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
とても重要 163 45.7％
やや重要 176 49.3％
どちらもいえない 9 2.5％
あまり重要でない 5 1.4％
全く重要でない 4 1.1％
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な内容として、学生たちは生涯スポーツの
普及振興を望んでいることが明らかとなっ
た。
生涯スポーツの意識に対して、「とても
重要」と思っている人が 47.0％であって、
「やや重要」と思っている人が 47.9％、「ど
ちらも言えない」と思っている人が 2.8％、
「あまり重要でない」と思っている人が
1.7％、「全く重要でない」と思っている人
が 0.6％となった。この結果からみると、
ほとんど学生たちは生涯スポーツの普及振
興したいのである。
生涯スポーツの認知に対して、「とても
理解している」と思っている人が 13.4％で
あって、「理解している」と思っている人
が 36.1％、「どちらも言えない」と思って
いる人が 35.9％、「理解しない」と思って
いる人が 9.5％、「全く理解しない」と思っ
ている人が 4.3％となった。この結果から
みると、中国体育系大学における学生たち
は生涯スポーツを普及振興したいが、生涯
スポーツに関する知識や内容などをあまり
理解しておらず、生涯スポーツという言葉
や概念を聞いたことだけという感じだ。生
涯スポーツの人材の養成が急務的な課題に
なっている。
体育系大学のスポーツ授業の問題は、「理
論的な授業が多く、演習、実習的な授業が
少ない」が 60.5％となり、6 割以上の回答
者がスポーツ授業の問題が「理論的な授業
が多く、演習、実習的な授業が少ない」と
思っている。次いで「いつも先生から一方
的な講義であり、受動的な授業の形が嫌い」
56.0％、「授業の内容が古く、つまらないと
いう感じ」37.5％、「その他」28.9％、「興
味が全くない、受けたいと思う授業がない」
9.2％となった。「その他」の中で、体育系
大学におけるスポーツ授業の問題が主に問
題がないと学生が自ら大学が嫌いという問
題である。この結果からみると、今の体育
系大学は、理論的な授業が多く、演習、実
習的な授業が少ないといつも教員から一方
的な講義であり、受動的な授業の形が嫌い
という問題が顕著である。
今の学校体育の問題は、「優秀的な教員
が足りない」が 61.2％となり、「スポーツ
の施設が不足」58.7％、「学校教育の授業
表 6　生涯スポーツの意識
（Ｎ＝ 351）
 Ｎ ％
とても重要 165 47.0％
やや重要 168 47.9％
どちらも言えない 10 2.8％
あまり重要でない 6 1.7％
全く重要でない 2 0.6％
表 7　生涯スポーツの認知
（Ｎ＝ 351）
 Ｎ ％
とても理解している 47 13.4％
理解している 129 36.1％
どちらも言えない 126 35.9％
理解しない 34 9.5％
全く理解しない 15 4.3％
表 8　体育系大学のスポーツ授業の問題
　　　複数回答　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
授業の内容が古く、 134 37.5％
つまらないという感じ
いつも先生から一方的な講義であり、 200 56.0％
受動的な授業の形が嫌い
理論的な授業が多く、演習、 216 60.5％
実習的な授業が少ない
興味が全くない、 33 9.2％
受けたいと思う授業がない
その他 103 28.9％
表 9　今の学校体育の問題
　　　複数回答　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
学校教育の教育について、
興味を育成するより、 200 56.2％
成績がもっと重視している
スポーツ施設が不足 209 58.7％
優秀的な教員が足りない 218 61.2％
学校教育の授業が古い、 205 57.6％
つまらない、工夫されていない。
その他 15 4.2％
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が古い、つまらない、工夫されていない」
57.6％、「学校教育の教育について、興味
を育成するより、成績がもっと重視してい
る」56.2％、「その他」4.2％となった。「そ
の他」の中で、選べるスポーツが少なくて、
スポーツはあまり重視されられないという
感じだ。この結果からみると、学校の問題
において、[ 学校教育の教育について、興
味を育成するより、成績がもっと重視して
いる ]、[ スポーツ施設が不足 ]、[ 優秀的
な教員が足りない ]、[ 学校教育の授業が
古い、つまらない ]、[工夫されていない ]
という問題が選んだ人がほぼ同じであっ
た。
スポーツ動機は、「健康促進」が 85.9％
となり、約 9 割の回答者が「健康促進」が
スポーツの動機である。「いい体の形をし
たいこと」81.1％、「スポーツを楽しむこ
と」77.4％、「体力促進」63.3％、「友たち
との付き合い」44.6％、「競技力の向上」
40.7％、「スポーツの試験に合格すること」
19.2％となった。体育系大学の学生たちが
スポーツ動機について健康促進とフィット
ネスが多い。最近がフィットネスの潮流を
台頭しているので、フィットネスが好きな
人が多くなる。
政府から公布した政策は、「全民健身計
画」が 73.7％となり、7 割以上の回答者
が「全民健身計画」がした人が多い。「陽
光体育運動」が 55.0％、「中国サッカー改
革発展総体計画」37.4％、「中華人民共和
国体育法」32.3％、「体育の発展 ‘ 十三五
‘ 計画」31.4％、「国家青少年体力健康標
準」30.6％、「‘ 健康中国 2030‘ 計画の綱要」
24.6％となった。この結果からみると、政
府を公布した全民健身計画と陽光体育運動
という政策は影響が広いが、他の政策は影
響が広いと言えない。政府はより積極的に
プロモーションすべきであろう。
学校体育で教えるべきだという内容は、
一番目が「スポーツ興味を養成すること」
が最も多く、53.9％となった。二番目が「健
康増進のやり方」が最も多く、30.6％となっ
た。三番目が「スキルの上達」が最も多く、
25.8％となった。四番目が「チームワーク
集団意識」が最も多く、39.7％となった。
五番目が「ストレスを発散すること」が最
も多く、36.7％となった。六番目が「自分
挑戦、強くなること」が最も多く、49.7％
となった。この結果からみると、学生たち
はスポーツ興味養成に関する内容が最も多
図 1　学校体育で教えるべきだという内容
（N＝ 330）
表 11　政府から公布した政策
　　　複数回答　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
全民健身計画 260 73.7％
中華人民共和国体育法 114 32.3％
陽光体育運動 194 55.0％
国家青少年体力健康標準 108 30.6％
体育の発展 ‘ 十三五 ‘ 計画 111 31.4％
‘ 健康中国 2030‘ 計画の綱要 87 24.6％
中国サッカー改革発展総体計画 132 37.4％
表 10　スポーツの動機
　　　複数回答　　　　　　　　　　　　　（Ｎ＝ 357）
 Ｎ ％
健康促進 304 85.9%
スポーツを楽しむこと 274 77.4%
体力促進 224 63.3%
いい体の形をしたいこと 287 81.1%
（フィットネス）
スポーツの試験に合格すること 68 19.2%
競技力の向上 114 40.7%
友たちとの付き合い 158 44.6%
叶　敬偉
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く、生涯スポーツは興味養成を着目して、
主にスポーツ興味を喚起するようなスポー
ツであって、生涯スポーツに関する意識が
認められた。
学校体育で好きな授業のスタイルは、一
番目が「スポーツの楽しさや興味を増す授
業」が最も多く、51.5％となった。二番目
が「スキルを上達する授業」が最も多く、
32.7％となった。三番目が「創新的な授業」
が最も多く、36.1％となった。四番目が
「ストレスが発散できる授業」が最も多く、
57.0％となった。
５．結論
本研究の目的は、第一に、中国における
体育系大学で展開されている学部の人材養
成計画を捉え、指導者のバックグラウンド、
授業内容、カリキュラム、就職などを明ら
かにする。また、受講する学生の指導者に
対する生涯スポーツに関する意識や価値観
などについても明らかにすること。
第二に、中国の政府の考えに沿って公布
した政策を概観し、中国行政の生涯スポー
ツに対して態度や意識を検討すること。
第三に、中国の体育系大学に生涯スポー
ツの関連授業を普及振興することに関して
検討することであった。本研究における主
な結果は、以下に示す通りである。
1． 大学による生涯スポーツの意識につ
いては、地域差があり、体育系大学
の学生たちの生涯スポーツへの意識
は大学間で異なる。 
2． 教員と学生とでは、生涯スポーツに
対する意識や考え方が異なる。
3． 総体的に現在の中国における生涯ス
ポーツへの意識は低く、普及振興も
不十分である。
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